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花巻市男女共同参画基本計画検討委員会（第４回）会議録 

 

■ 日 時  平成２７年８月２５日（火）午後２時００分～午後３時５５分 

■ 場 所  花巻市役所本庁舎３階 ３０２～３０４会議室 

■ 出席者  委 員 １４名  吉野英岐委員長、伊藤蓉子副委員長、佐々木千恵美委員、 

菊池敦子委員、冨手京子委員、高橋潤吉委員、 

平藤ヒサ子委員、板垣福子委員、藤原留利子委員、 

伊藤真紀子委員、沖山深雪委員、下坂淳代委員、 

曽我紀子委員、早野こずえ委員 

（欠席者１名 木村直樹委員） 

市 側  ４名  久保田留美子地域づくり課長、佐藤拓史同課長補佐、 

          佐々木彰子同課市民協働係長、伊藤愛美同課上席主任 

       傍聴等      傍聴者０名 

                報道関係者１名 岩手日日新聞花巻支社 

 

■ 次 第    １ 開  会 

２ 協  議 

・次期花巻市男女共同参画基本計画（素案）の案について 

３ そ の 他 

４ 閉  会 

■ 議事録 

 

佐藤地域づくり

課長補佐 

 

 

吉野委員長 

佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

 

 

 

 

曽我委員 

 

 

 

 

吉野委員長 

 

１ 開会 

花巻市審議会等の会議の公開に関する指針により、会議の傍聴を認め公開するこ

とを説明したのち、開会を宣言。 

 

２ 協議 

最初に事務局から説明をお願いします。 

（資料「次期花巻市男女共同参画基本計画（素案）の案」の基本目標１の部分に

ついて説明） 

基本目標ごとに区切って、内容についてご意見等をいただきたいと思います。資

料「次期花巻市男女共同参画基本計画の施策の体系図（案）」が全体像で、資料「次

期花巻市男女共同参画基本計画（素案）の案」と対応する形になっています。基

本目標１の部分について、ご質問等はありませんか。 

基本目標１（４）の施策の展開は前回の会議の時より増えていますね。 

男女共同参画サポーターは、養成講座修了後にサポーターに認定されると各市で

活動を頑張ってくださいと言われます。北上市や他の市では、市から任されてサ

ポーターの活動をしていますが、花巻市には男女共同参画推進員がいるので、サ

ポーターとして活動しない人もいます。推進員とサポーターのどちらかに絞るこ

とはできないのですか。 

では、この二つの違いは何でしょうか。 
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佐々木市民協働

係長 

 

 

冨手委員 

吉野委員長 

久保田地域づく

り課長 

吉野委員長 

冨手委員 

 

吉野委員長 

 

 

佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

早野委員 

 

佐々木市民協働

係長 

佐々木委員 

佐々木市民協働

係長 

佐々木委員 

佐々木市民協働

係長 

伊藤上席主任 

 

 

佐々木委員 

 

久保田地域づく

り課長 

 

 

吉野委員長 

久保田地域づく

り課長 

吉野委員長 

 

 

男女共同参画推進員は、男女共同参画推進条例に基づき市が委嘱しています。推

進員をお願いする時は、サポーター認定者に必ず声をかけています。どちらも男

女共同参画を推進する側の方です。推進員の任期は 2 年で再任もありますので、

10年以上の方もいらっしゃいます。 

各地域に市から委嘱された推進員がいます。 

定員はありますか。 

定員はなく、現在 17名です。 

 

その中に、サポーター認定者もいらっしゃいますか。 

ほとんどがサポーター認定者です。中には、推進員になってからサポーター養成

講座を受講した方もいます。 

各種研修を受けた方に推進員になっていただき、活動していただくということで

すね。 

では、続いて基本目標２について説明をお願いします。 

（資料「次期花巻市男女共同参画基本計画（素案）の案」の基本目標２の部分に

ついて説明） 

基本目標２の部分についてご意見等ありませんか。 

（３）で「女性が男性の対等なパートナー」とありますが、「女性と男性が」また

は「男性と女性が」という表現にした方がよいと思います。 

修正します。 

 

（２）①市民団体活動への支援とは、どのようなことをするのですか。 

現在でも、市民団体等活動支援事業補助金により、各種団体等の公益的な活動を

支援しています。 

その事業を通して男女共同参画の何かをするということですか。 

市民団体の活動を支援することで地域づくり活動が促進されることを期待してい

ますが、男女共同参画に特化した支援ではないです。 

子育てサークルなどの場合、補助金だけではなく市が広報なども行い、市との協

働という形で進めており、女性団体も活動しやすくなるための支援という意味も

含めています。 

地域づくり活動に男女共同参画の視点が反映されるような活動への支援をするの

ですか。 

例えば、在宅で子育てをされているお母さん方が事業を起こして、女性が地域や

社会に出ていくことができるよう活動している団体があります。そのような公益

的活動を市が支援していくことが男女の社会参画の促進につながり、それが男女

共同参画の促進の一面でもあると捉えていただきたいです。 

補助団体は何団体くらいありますか。 

26年度は 8団体で、25年度は 10団体です。それは、ＮＰＯ法人だけではなく、

任意団体もあります。 

市として、男女共同参画の促進につながるような市民団体の活動が増えて欲しい

のであれば、補助金申請の際に男女共同参画の視点を記入してもらうこともよい

かもしれません。 
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久保田地域づく

り課長 

吉野委員長 

久保田地域づく

り課長 

 

佐々木市民協働

係長 

 

菊池委員 

 

 

佐々木市民協働

係長 

 

 

 

菊池委員 

 

佐々木市民協働

係長 

冨手委員 

 

 

 

佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

 

吉野委員長 

 

高橋委員 

 

 

 

佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

 

貴重なご意見として承ります。 

 

防災について力を入れて進めていくという方針のようですね。 

現在、防災会議の委員は 34 名中 3 名が女性です。また、被災者支援にも女性の

視点が必要であるとのことから、今年度、市の防災危機管理課に女性職員が 1 名

配属されました。 

現在、県では男女共同参画プランの見直しを行っており、復興・防災における男

女共同参画という項目を新たに入れようとしています。県や国の動きに合わせて、

防災にも力を入れていきたいということです。 

（２）④で高齢者を特化させ、生きがいを持って暮らしている高齢者の割合を指

標にしていますね。国や県の方針はどうなっているのか分かりませんが、高齢者

の生きがいに焦点を当ててよいのでしょうか。 

国の「第 4次男女共同参画基本計画策定に当たっての基本的な考え方（素案）」に

は、「貧困、高齢、障害等により困難を抱えた女性等が安心して暮らせる環境の整

備」という部分があります。また、現在の花巻市の計画にも「高齢者等が安心し

て暮らせる環境づくり」という部分がありますので、引き続き取り組んでいきた

いとしたものです。 

急に視点が高齢者に向いているので、高齢者だけでよいのか検討していただきた

いです。 

検討いたします。 

 

女性が方針決定過程へもっと参画していくためには、具体的な施策を推し進めて

いかなければ今と変わらないのではないかと懸念しています。花巻市は女性議員

ゼロではないのですが、地域の中でも女性がもっと参画することが必要だと思い

ます。市では、そのために何をしていくのですか。 

まずは、地域に理解していただくことと、役員になろうとする女性の意欲を引き

出すことが必要なので、意識啓発などの働きかけをしていきたいと思います。 

（１）②女性が参画しやすい環境づくりの推進のための具体的な方策を考えてい

ただきたいというご意見でした。 

（３）で「雇用の場」とありますが、農業など必ずしも雇用ではない場合もあり

ますので、広い意味での「働く場」と表現した方がよいと思います。 

（４）「個人の能力を発揮するための支援」とありますが、内容的には女性に焦点

を当てて書かれています。主に女性を支援していくのか、それとも男女ともに支

援していくのか、優先する方に合わせて表現を整理して書いた方がよいと思いま

す。 

現状として、様々な分野において男性に比べて女性の参画が少ないということな

ので、女性への支援について書いています。表現については、検討いたします。 

次に、基本目標３について説明をお願いします。 

（資料「次期花巻市男女共同参画基本計画（素案）の案」の基本目標３の部分に

ついて説明） 

ワーク・ライフ・バランスの推進の部分は、施策の基本的方向の数が多くなって

いますね。何かご質問等ありませんか。 
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早野委員 

 

 

佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

 

佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

 

 

冨手委員 

 

 

佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

 

 

菊池委員 

 

佐々木委員 

 

吉野委員長 

 

 

佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

 

 

曽我委員 

 

吉野委員長 

曽我委員 

 

吉野委員長 

 

 

 

 

（７）で「子育てや介護が一段落した女性」や「男性が新しい分野のキャリア展

開を希望する場合」とはっきり男女を分けて書いているので、性別に関わらずど

ちらの場合もあるという意識をもって文章を書いて欲しいです。 

検討させていただきます。 

 

今度の計画では、ワーク・ライフ・バランスについて事業所への啓発を行ってい

くという特徴がありますね。 

はい、できるところから始めたいと思っております。 

 

（４）仕事と介護の両立支援では、介護を受ける側のサービスの充実のほかに、

介護をする側が介護休暇などの制度を使いやすい環境を作っていくことも必要で

すね。 

制度として介護休暇等があっても、休暇を取りやすい職場とそうでない職場とが

あり、同じ女性でも差があるので、どの職場でも育児休暇や介護休暇を取りやす

い環境になって欲しいです。 

（２）事業所への啓発のところで、子育てや介護をしやすい環境づくりのための

働きかけを事業所に対して行うことを施策の展開の中に入れたいと思います。 

（５）では、男性も女性も仕事と地域活動をより両立できるようにするためには

何が必要か、男性の家事・育児・介護への参加促進が仕事と地域活動の両立とど

のようにつながるのかなどを分かりやすく整理して書くとよいと思います。 

（５）②は職場の理解促進ではなく、男性が自ら育児休業を取得することを促進

させるとした方がいいのではないでしょうか。 

（１）は市民、（２）は事業所を対象とし、（３）と（４）は行政の役割という構

成になっていると思いますが、（５）は誰がという視点が分かりにくいです。 

基本目標３の構成を市民、事業所、行政の責務に分けて整理してみるとよいかも

しれません。 

では次に、基本目標４について説明をお願いします。 

（資料「次期花巻市男女共同参画基本計画（素案）の案」の基本目標４の部分に

ついて説明） 

基本目標４は、ＤＶ防止法において努力義務とされている市町村計画に位置づけ

るということで、前置きが書かれています。具体的に何をするのかというのは、

５の部分ですね。これについて、ご質問等ありませんか。 

「ＤＶを見たことがある人のうち相談しなかった人」という表現の仕方は違うと

思います。 

相談ではなく、まわりから通報するということでしょうか。 

また、啓発用のＤＶ防止パンフレットは、スーパーマーケットやコンビニエンス

ストアなど人がよく行く場所に置いて欲しいです。 

民間の店や郵便局などにですかね。 

ＤＶ相談件数の推移ですが、全国的にはＤＶ相談支援センターも警察署も年々右

肩上がりに増えていますね。花巻市においては、20件台で推移しており、増えて

いるとも減っているとも言い難い感じですね。 
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久保田地域づく

り課長 

 

菊池委員 

 

 

吉野委員長 

久保田地域づく

り課長 

 

吉野委員長 

久保田地域づく

り課長 

曽我委員 

 

吉野委員長 

 

久保田地域づく

り課長 

吉野委員長 

久保田地域づく

り課長 

 

吉野委員長 

 

佐々木市民協働

係長 

 

 

吉野委員長 

 

佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

高橋委員 

 

 

 

 

 

 

吉野委員長 

花巻市における相談件数は婦人相談員が相談を受けた数です。花巻市はＤＶ相談

支援センターになっているわけではないので、単に把握した数に過ぎないという

ことをご理解いただきたいです。 

では、花巻市における相談件数は少ないけれども、表面化していないだけであり、

何よりも相談しない人が多いことが課題であるとまとめてみてはいかがでしょう

か。 

相談できる場所はどこですか。 

福祉事務所に婦人相談員がいますが、身に迫る危険がある時は警察署に相談に行

くという場合もあると思います。警察署には相談しにくいということもあると思

いますので、どこに相談したらよいのかを知っていることが大切です。 

婦人相談員の研修は行っているのですか。 

県で研修を行っています。 

 

ＤＶ防止週間が 11月 12日から始まりますので、今年から是非啓発に力を入れて

いただきたいです。 

啓発の部分では、ＤＶ防止週間を意識して大々的に取り組んで欲しいということ

ですね。 

北上市では、パープルリボンを配っているようです。 

 

ＤＶ防止基本計画は別冊にしなければならないということはありませんか。 

それはないです。現計画では、ＤＶ防止の部分は一つの基本目標の一部分ですが、

次期計画では、別冊にはしないもののＤＶ防止基本計画の部分を一つの基本目標

に据えて取り組んでいくことが重要であると考えております。 

ここまで、全体を通して何かご意見等ありませんか。 

では、今日は第 3章ということですが、全体的にはもっと続くのですね。 

はい。参考までに、第 1 章は基本的事項として計画の社会的背景や基本的な考え

方を載せたいと考えておりますし、第 2章は現状と課題、第 4章は計画の推進体

制や進行管理などについて載せたいと思います。また、巻末には各種資料をつけ

たいと考えております。 

4 章立てで、第 3 章が具体的な取組みですね。では、一通りご協議いただきまし

たが、その他何かありませんか。 

（資料「次期花巻市男女共同参画基本計画の成果指標（案）」、「平成 27年度まち

づくり市民アンケート」の集計結果について説明） 

今、説明のあった部分について、ご質問等はありませんか。 

アンケート集計結果の中で、男女の平等が図られていると思う人の割合が男女で

差があるにも関わらず、ほかのアンケート項目ではあまり男女差がみられないと

いうことは、男女の差をなくすためにどの項目に着目すべきかという点がずれて

いるのではないでしょうか。男女差の原因がどこにあるのかを掘り下げていくこ

とができるとよいと思います。また、若干ですが男女で差があると感じたのは、

子育ての部分です。さらに、年代別に見てもそれぞれ特徴があるので、データ分

析を大切にして施策を展開していただければと思います。 

まちづくり市民アンケートは毎年実施するのですね。 
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佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

佐々木市民協働

係長 

吉野委員長 

 

 

佐々木市民協働

係長 

 

佐藤地域づくり 

課長補佐 

はい。 

 

男女別の統計は毎年ホームページに掲載されていますか。 

グラフ化したものは載せておりませんが、毎年、ホームページで数値を公表して

おり、数年分について掲載しています。 

では、興味のある方は是非ご覧になっていただきたいと思います。 

 

３ その他 

（次回の委員会開催予定日等について説明） 

 

４ 閉会 

閉会を宣言 

 

 


